
新規事業採択時評価結果（平成２５年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

事業名 
地域高規格道路 下北半島縦貫道路 

一般国道２７９号 横浜南バイパス 

事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 
青森県 

起終点 
自：青森県下北郡横浜町横浜 
至：青森県下北郡横浜町字吹越 

延長  ７．０ｋｍ 

事業概要  

下北半島縦貫道路は、下北地方生活圏の中心都市むつ市と東北縦貫自動車道八戸線を結び、下北・南部・青 

森地方生活圏の地域間交流の促進、下北地方の産業等の発展を支援する延長約６０ｋｍの地域高規格道路。 

横浜南バイパスは、下北半島縦貫道路の一部を構成する、延長７．０ｋｍの２車線道路である。 

事業の目的、必要性  

横浜南バイパスは、 

・第１次緊急輸送道路の代替機能確保 

・複合災害時における確実な広域的避難や救助・支援活動の確立 

・現国道２７９号、国道３３８号の縦断・線形不良区間の回避 

・現国道２７９号の交通死傷事故の低減 

・救急医療施設へのアクセス改善  
・積雪・堆雪に強い年間を通した幹線道路としての機能確保  

に資する道路である。 

全体事業費 約９８億円 計画交通量  約８，７００台／日 

事業概要図  

            
                                                  

 

関係する地方公共団体等の意見  

地元市町村（むつ市他）、地元協議会（下北半島振興促進連絡協議会、下北半島縦貫道路早期実現促進協議会）、

女性団体（下北未来塾）による早期整備を要望されている。 

 
 

学識経験者等の第三者委員会の意見  

青森県の公共事業事前評価が実施され、「妥当」との位置づけ 

 
 

事業採択の前提条件  

・便益が費用を上回っている。 

・地元団体から、早期整備の要望を受けており、円滑な事業執行が可能な環境となっている。 

 

事業評価結果 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ １．７ 

総費用 ９６億円 総便益 １６７億円 基準年  

事業費：    77億円 

維持管理費： 19億円 

走行時間短縮便益：127億円 

走行経費減少便益：26億円 

交通事故減少便益：14億円 
平成２４年 

感度分析の結果

交通量変動 B/C＝1.5  (交通量     －10％) B/C＝2.0  (交通量     ＋10％) 

事業費変動 B/C＝1.6  (事業費変動  ＋10％) B/C＝1,9  (事業費変動  －10％) 

事業期間変動 B/C＝1.6  (事業期間変動＋20％) B/C＝2.0  (事業期間変動－20％) 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 － 
 

 

 

事故対策 ◎ 

死傷事故率が高い区間の事故の減少が見込まれる。 

【死傷事故率】             （死傷事故率比（県内平均比） 1.9 ）

（事故率曲線における位置：  －  ） 

最大死傷事故率約93件/億台キロ：県平均約49件/億台キロ(H8-H21単路部) 

全国平均99件/億台キロ(H21警察庁資料) 

 

歩行空間 －  

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ◎
・横浜町から「むつ総合病院」及び「公立野辺地病院」（二次救急医療施設）への

アクセスが大幅に向上。（救急搬送30分可能圏の人口カバー率：約78％→100％） 

 

地域経済 ○

・東北新幹線七戸十和田駅開業と合わせた高速交通体系への広域的アクセスの向上

が図られることにより、企業進出による雇用創出機会の増加や下北地域の観光振興

等が期待される。 

 

災 害 ◎
・第１次緊急輸送道路である国道279号の代替機能が確保される。 

・積雪・堆雪に強い年間を通じた幹線道路としての機能が確保される。 

・「防災施設集積エリア」（横浜町地域防災計画）に直結する。 

環 境 －   

地域社会 ○
・下北半島国定公園への主要観光道路としての機能が向上。（年間観光客入込数 約

127万人【青森県観光入込客統計による過去10年平均】） 

事業実施環境 ○
・地元の自治体等から整備の要望がされている。 

・事業計画段階よりＰＩ手法を取り入れ広く住民意見を取り入れた計画となってお

り、事業実施の環境が整っている。 

 

採択の理由 
 事業主体である青森県が実施した評価結果に基づけば、費用便益比が１．７と便益が費用を上回っており、事

業採択の前提条件が確認できる。 
また、積雪・堆雪に強い年間を通じた幹線道路としての機能確保、第１次緊急輸送道路である国道279号の代

替機能の確保、救急医療施設へのアクセス向上等、当該事業の整備の必要性・社会全体への効果は高いと判断さ

れる。 
 以上により、本事業は平成２５年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。 
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担 当 課：国道・防災課    

担当課長名：三浦 真紀        

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額に割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

一般国道279号

横浜南バイパス
青森県 

岩手県 

秋田県 

山形県 宮城県 

福島県 


